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はじめに

この度は、電気通信番号政策委員会にお呼びいただき、
ありがとうございます。

当方は、平成19年度当時に情報通信審議会IPネットワーク
設備委員会技術検討作業班および次世代IPネットワーク推
進フォーラム品質・機能SWGの主査を担当しました。その際
に、0AB-J番号の品質要件の検討を担当いたしました。

その際の経験より、IP電話の転送に関する諸課題について、

整理いたしましたので、皆様の検討の参考になれば幸いで
ございます。

なお、本資料は有識者個人としての意見です。
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IP電話の転送に関する課題と論点
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インターネット電話への転送の対策（着信転送）
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IP電話の転送に関する課題

２．インターネット電話からの転送に関する課題（発信転送）

・ＯＴＴ内で使用されているインターネット電話において、ＧＷを
介して、電気通信事業者の電話網へ転送する場合、発信番
号が以下のケースにおいて、課題がある。

（１）ＧＷの電気通信番号の通知

ＧＷが収容されている０ＡＢ－Ｊ番号あるいは０５０番号を

付与した場合、着信者はインターネット電話からの発信と

は気がつかない。また、折り返し発信しても発信者への

呼は成立しない。

（２）発信元のＩＤの通知

電気通信番号の形態をとっていないＩＤを使用しているケー
スでは、その番号を発番号に付与することは適切ではない。
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